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園部町船岡区
第二大堰川橋梁
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】
　園部町船岡区には、ＪＲ山陰本線が通る第二大堰川
橋梁があります。
　この鉄橋は大堰川に架かっており、ＪＲ船岡駅から日
吉・福知山方面の電車に乗るとすぐに差し掛かります。
雄大に流れる大堰川に架かる橋は、周囲の景観と調和
しており、橋の近くでは年代を感じさせるトンネルも見る
ことができます。
　ＪＲ山陰本線をご利用の際は、船岡～日吉駅間にご
ざいますこの橋梁を、ぜひご覧ください。

第二大堰川橋梁の遠景 そばを通る市道から見る第二大堰川橋梁

橋梁から船岡駅へ抜けるトンネル 船岡駅ホームから園部駅方面を望む
★南丹市ＨＰで、バックナンバーのカラー版を掲載しております！★
　URL：https://www.city.nantan.kyoto.jp/www/kurashi/101/009/007/index_46247.html


